
'" 

J 毒事隠県埋蔵文化財調査研究所調査報告 第186集、

百丁円田丘 の古墳群

第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

森町一 3(第2分冊)

件

v 

文殊愛吉:壊議事
(第ニ桑名事~11~地点〉

宇藤蓮台古墳群
〈第二桑名恥119地点、〉

林古墳群
〈主事ニ来率恥12^1.;，....，.工 ~3地点〕

人法

中

国
財



静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告 第186集

二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

:悪事町-3 (描日:町制)

古

f 1 :J，、ん}1， ~与 1-一-'-'-....-' ~ ;~.打、、b ノ

1 
ノ

η
J
 

円
J
/以

1
i
 

寸
p
b
J

一
つ
い

」
亡
吋
i

。リ
f
m刊
に

ハU
-
J

ソ
ω

中日

!辛;埋蔵文化財調査研究所



l二ヰ

1.本書は、静岡県森田了円田・一宮に所在する下記の遺跡の発掘調査報告書らである。なお、古墳群形成

前の遺構が重なる部分があるが、古墳群形成前に関わる調査成果は別書にて報告している。本書では

古墳群形成以降を対象として報告する。

文殊堂古墳群(第二東名No固113地点):円田他

宇藤蓮台古墳群(第二東名 19地点)円回 2他

林古墳群(第二東名 ~123地点〉:一宮4545- 1 

2。本書は「第 1分冊」と「第 2分冊」からなり、本冊は保存処理の報告と写真図版を

分冊」である。本書の詳細事項および謂査関連事;匿については、第 l分冊に記している。
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写真56 文殊堂古墳群出土金属製品の保寄処理前状況①12
写真57 文殊堂古墳群出土金属製品の保幸子処理前状況②13

写真58 文殊堂古墳群出土金属製品の保存処理前状況③14
写真59 文殊堂古墳群出土金属製品の保事処理前状況④15
写真60 林古墳群出土金属製品の保存処理前状況①..16 
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図版目

1 3号墳出土土器②

2 3号墳出土金属製品

3 3号墳周辺出土の古代以降の遺物

1 4号墳全景(南東から)

2 4号墳盛土除去後の状態(南西から)

1 4号墳西部周溝土器出土状況(北西から)

2 4号墳出土土器①

4号墳出土土器②

4号墳出土土器③、古代の土器

4号壌出土鉄製品

1 5号墳全景(横穴式石室検出状況)(南から)

2 5号墳感土除去後の状態(南から)

1 5号墳横穴式石室(南から)

2 5号墳横穴式石室(南から)

1 5号墳石室右(西)側壁(北東から)

2 5号墳石室左(東)側壁(北西から)

3 5号墳石室内土器。耳環出土状況(南から)

4 5号墳石室内鉄鍛出土状況(西から)

5 5号墳石室基底石(南から)

6 SF93 (5号墳北東部) (北東から)

7 SF93鉄銃;文字出土状況(北東から)
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f'-': 
υ 

L 

2 
つ
d 

U 

2 

2 

J 

国版27

図版28

図版30

図版31

図版32

図版33

図版29

IZI版34

国版3.5
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l 円田丘陵の古墳群(j著からの全景)

2 文殊堂 1"'5"7号墳(北から)

1 文殊堂 6 ~ 8 ~12号墳(南西から)

2 文殊堂5号墳横穴式石室 (i南から)

l 文殊堂8号墳遠景仕切〉ら)

2 =文殊堂8号墳第 3埋葬施設(南から)

3 文殊堂12号墳墳丘〈西から)

1 文殊堂 8号墳第 10 2埋葬施設(北東から)

2 文殊堂J1号墳短甲出土状況(東から)

3 文殊堂11号墳第 1'"'-' 3埋葬施設(西から)

l 宇藤蓮台 l号墳 周溝内の土器群(北カミら)

2 林 2号墳短Ef周囲の土層(東から)

林 2号墳第 1埋葬施設(南西から)
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2 短印のX線透過写真(後胴地板第 1

3 短甲のX線透過写真(前胴上縁)

4 短甲のX線透過写真(前胴下部}

5 11号墳第2

II号墳第3埋葬施設出土鉄製品

1 12号墳全景(北西から)

2 12号墳全景(南から)

1 12号墳南部の葺石(南から)

2 12号墳北西部の葺石(北西から)

3 12号賓北西部の葺石除去後の状態

(西から)

J2号墳盛土除去後の状態(北西から)

12号墳第 1' 2埋葬施設(西から)

12号墳 第 l埋葬施設遺物出土状況はじカ3ら)

12号墳第2埋葬施設(西から)

12号墳第2埋葬施設遺物出土状況①

(北から)

第2埋葬施設遺物出土状況②

(北から)

12号墳第2埋葬施設遺物出土状況③

(北から)

1 12号墳出土土器

2 12号墳出土玉類、刀剣

12号墳出土鉄鉱

1 SF108 (西から)

2 SF100 (西から)

3 SFlOl (南西から)

4 SF53 (南西から)

5 SD06 (6号墳西側を北西から〉

6 SD06 (2区中央の東側を南から〉

1 6 ~12号墳と SD06 (南から)

2 SD06と6号墳は凶〉ら)

古代以降の土坑出土遺物など

遺構外の出土遺物
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宇藤蓮台古墳群

図版78 1 宇藤蓮台古墳群 l・2区(北東から)

2 1号墳全景(南東から)

1 1号墳全景(北東から)

2 1号墳北部周溝土器出土状況①(北西から)

1 1号墳北部周溝土器出土状況②(北東から)

1号、墳南部周溝(北西から)

3 1号墳南部周溝紡錘車出土状況(北西から)

4 1号墳埋葬施設と撹乱(南東から)

5 1号墳埋葬施設発見状況(南西から)

6 1号墳埋葬施設粘土断面(北から)

l号墳出土土器①

l号墳出土土器②、石製品

l号墳出土土器③

1 2号墳全景(北東から)

2 2号墳北部周溝土器出土状況(北東から)

1 2号墳北部周溝土師器高杯出土状況

(北東から)

2号墳北部周溝須恵器議出土状況(北から)2 

図版79

図版80

図版85

図版67

図版58

区1M.反69

図版70

図版72

図版73

図版74

図版75

図版76

図版77

図版81

図版82

図版83

図版84
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1 8号墳出土土器②

2 8号墳出土鉄製品①

8号墳出土鉄製品②、玉類

8号j責出土鉄製品③

1 9号墳全景(北西から)

2 9号墳出土土器、古代の土器

1 10号墳全景(南東から)

2 10号墳全景(西から)

1 10号墳 北西部周溝土器出土状況(南西から)

2 10号墳 北東部周溝鉄刀出土状況(北東から)

3 10号墳出土士、器①

1 10号墳出土土器②

2 10号墳周溝出土鉄万

1 11号墳 全景(北カコら)

2 II号墳全景(南から)

1 11号墳盛土除去後の状態(凶から)

2 II号墳第 1~3 埋葬施設(南西から)

1 II号壌第 l埋葬施設(南西から)

2 11号墳第 l埋葬施設遺物出土状況①

(北西から@南から)

11号墳第 l埋葬施設遺物出土状況②

(南西から)

II号墳第 l埋葬施設短甲出土状況

(北西から)

11号墳第 l埋葬施短甲下の鉄斧

11号墳第 2埋葬施設遺物出土状況

(南西から)

11号墳第 2埋葬施設(南西から)

II号墳第3埋葬施設(南西から)

11号墳第3埋葬施設遺物出土状況

(南西から。南東から)

3 11号墳出土土器、石製品⑨玉類

11号墳第 1埋葬施設出土刀剣、鉄鉱

11号墳第 1埋葬施設出土農工具・鉄鉱

11号墳第 l埋葬施設出土農工具⑥鉄鉱

線透過写真)

II号墳第 l埋葬施設出土短甲(正面、背面)

1 11号墳第 l埋葬施設出土短甲(側面)

2 短甲 前胴上縁の覆輪(表面)

3 短甲 前胴上縁の覆輪(裏面〉

4 短甲 後胴上縁の覆輪(裏面)

5 短甲後胴地板第 1段(裏面)

l 短甲 前胴にお付る布の痕跡(表面)

2 短甲 引合板下部の傷(表面)

3 短甲 後胴上部の毛状痕跡(表面)

4 短甲 後腕下部の毛:[犬痕跡(表面)

5 短甲 引合板中央の傷(表面)

6 短甲 引合板中央の傷(裏面)

l 短甲復元前の状態(外面)

2 短甲のX線透過写真(後胴)

l 短甲のX線透過写真(前嗣)

ら)@側壁

(東から)

q
t
u
nペリ

第

第

8号墳

8号i賓

図版71

ど)

日

ム

3 

4 

RU--
ワ
ω

図版46

図版47

図版48

図版49

図版50

図版54

図版52

図版56

図版57

図版58

図版53

図版55

図版51

図版59

図版印

図版61

図版64

図版62

図版63

図版65

図版66



3 2号墳出土土器

図版86 1 宇藤蓮台古墳群 3区(3号墳) (侃『搬)

2 3号墳横穴式石室検出状況(西から)

図版87 1 3号墳横穴式石室の墓壌(南から)

2 3号墳墓道土器出土状況①(南から)

3 3号墳墓道土器出土状況②(北東から)

4 3号墳北西部周溝土器出土状況(南西から)

5 3号墳北西部周溝(南西から)

図版88 3号墳出土遺物

図版89 1 SF05 (南から)

2 SF05遺物出土状況(南から)

3 SFlO人骨。土器出土状況(東から)

4 SFlO人骨・銅銭出土状況(脅から)

5 SF08 (南西から)

6 SF08遺物出土状況(南西から)

国版90 古代以降の遺物①

図版91 古代以降の遺物②

図版92 台代以降の遺物③、人骨

図版93 林古墳群全景(北東から)

図版94 1 1号墳全景聞から)

2 1号墳出土土器

3 SDOIによる方形区画遺構(南西から)

4 SDOl出土土器

図版95 1 2号墳全景(北西から)

2 2号墳北部!言j満紡錘車出土状況付同〉ら)

3 2号墳南部局溝土器出土状況(東から)

図版96 1 2号墳盛土除去後の状態(南東から)

北部周溝遺物出土状況(東から)

図版97 2号墳第 i@2埋葬施設(北から)

図版98 1 2号墳第 1. 2埋葬施設(東から)

2 2号墳第 l埋葬施設(南から)

同!日記99 1 2号墳 第 l埋葬施設遺物出土状況①

ら)

2 2号墳 第 1埋葬施設〕造物出土状況②

(北西から)

問販100 1 2号ー墳 第 2埋葬加設(北京からj

2 2号墳第 2埋葬施設(南から)

図版101 1 2号墳第2埋葬施設遺物出土状況①

ら・南東から。東から)
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図版102

図版103 i 2号墳出土土器③、石製品

2 2号墳第 l埋葬施設出土刀剣、刀子。鉄鉱

図h'!9:1Cレ12 
図版105 l 2号墳一第 1:埋葬lj包設出土短甲(側面j

2 短甲

3 短月三! 後胴の地板の鋲と帯金との重なり

i玄!日夜106 1 短甲の内面(前n問、後胴)

2 短甲 前胴右側上縁の覆輪(表面)

3 短甲後胴上縁の覆輪(裏面)

4 短i手 下縁の鉄覆輪(表面)

5 短甲のX線透過写真(前胴)

6 短甲のX線透過写真(蝶番金具)

図版107 1 短平のX線透過写真(後胴)

2 短甲のX線透過写真(上縁)

3 短甲のX線透過写真(後胴地板第 l段)

4 短阜のX線透過写真(下縁)

5 2号墳第 l埋葬施設出土鉄製品のX線透過写真

図版1082号墳第 2埋葬施設出土玉類、刀子@鉄銀、鉄斧

図版1092号墳第 2埋葬施設出土万剣

図版110 1 3号墳全景(南から)

2 3号墳盛土断面(南東から)

図版111! 3号墳墳丘上の石群(北東から)

2 3号墳盛土ドの遺構群(北西から)

3 3号;噴出土遺物

関版112 1 4号墳全景(盛土除去後の状態)(南西から)

2 4号墳盛土断面(西から)

3 4号墳 関葬施設はじ凶ーから)

図版113 1 5号墳全景(北西から)

2 5号墳盛土除去後の状態(雨から)

図版114 1 5号境横穴式木室j食出状況①(南西から)

2 5号墳横穴式木窓検出状況②(四から)

図版ll5 1 5号墳木箆の床面(南西から)

2 5 ~!守彦i 木室内遺物!H士状況①

(手前左|阿部を北東から。北西から、

部を南西から)

図版116 1 5号噴水室内遺物出土状況②(北東から)

2 5号墳木室内遺物出土状況③

り中央部を南西から)

3 5号墳 木室内遺物tl:¥土状況③(中央部を南

西から、中央右縁部を南西から)

図版117 5 

図版118 1 5号噴出土土器②

図版121

図版Jl95 

図版1205 I) 

1のX線透過写真)

2) 図版1225 

図版123 1 5 

2 古代以降の土器



金属製遺物の保存処理

文殊堂・林古墳群からは多くの金属製遺物が出土した。静岡県埋蔵文化財調査研究所保存処理室では

短甲の現地取り上げならびに全金属製遺物に対する保存処理を実施した。ここではその詳細を報告する。

1.出土金属製遺物の保存処理の概要

文殊堂古墳群からは短甲、大万、鉄剣、鉄銀、鉄斧、万子、不明鉄製品、林古墳群からは短甲、鉄万、

鉄剣、鉄飯、鉄斧、万子、不明鉄製品が出土した。大半を占める鉄製品・銅製品の処理の概要は次のと

おりである。

-鉄製品

①処理前記録の作成 :遺物法量、観察所見など

をカードに記載。処理前写真、X線写真の撮影。

②クリーニング:表面のサピや泥、サピ膨れ、

その他不要付着物の除去。

③安定化処理

(a)脱塩処理:遺物中に含まれる塩化物イオン

を抽出する。

(b)防錆処理:防錆剤を含浸する。

④強化処理:アクリル樹脂を減圧含浸。

⑤修復:部材を接合して欠失部に補填材を充填

し整形する。補填部はアクリル絵の具で、補彩

を行う。

⑥処理後記録:処理の経過を記録カードに記載。

処理後写真の撮影0

.銅製品

安定化処理の方法が鉄製品と異なる。

(a)脱塩処理:銅製品では基本的に脱塩処理は

行わない。

(b)防錆処理:ベンゾトリアゾール (BTA) と

いう防錆剤を遺物に浸透させる。

文殊堂古墳群の鉄製遺物では出土後に急速に劣化

が進行したため脱塩処理の方法を変更した。多くの

遺物でサピ汁と呼ばれる塩化鉄が生成し、層状の剥

離や折損が発生した。そのため生成した塩化鉄の溶

解を主目的として、水酸化リチウム0.1%溶解のエ

タノ ールとメタノール混合溶液を調製して遺物を浸

漬させ、脱塩処理を行った。

写真 1 処理前記録の作成(カード記載)

写真2 処理前写真撮影

写真3 X線写真撮影



写真4 クリーニング作業(リューター使用)

写真6 クリーニング作業(エアプレイシブ)

写真8 安定化処理作業

写真10 強化処理(樹脂拭き取り)作業

写真 5 クリーニング作業(顕微鏡使用)

1
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1
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写真 7 脱塩処理作業

写真9 強化処理(樹脂減圧含浸)作業

写真11 修復(樹指補填)作業

2 



写真12 修復(整形)作業

2.文殊堂11号墳出土短甲の保存処理

( 1 )取り上げ

〆

/ 
ノ'

写真13 修復(補彩)作業

文殊堂11号墳から出土した短甲は、革綴であるため革紐が腐朽して鉄板の各板がくずれており、全体

が前倒しに潰れた状態であったが完形の状態で出土した。各鉄板は薄いうえに鋳着しており、かなり脆

弱化していることが予測されたため、全体をまとめて取り上げなければならない状態であった。

取り上げには慎重を期し、短甲下部の土を少しずつ除去しながら短甲全体にアクリル樹脂(パラロイ

ドB-72の10%キシレン溶液)を塗布し、その上をアルミ箔で、覆ってからさらに外部を硬質発泡ウレタン

樹脂で固めた。ウレタン樹脂(商品名ソフラン-R) は主剤と硬化剤を重量比 1: 1で混合し、ビニール

袋内で撹枠して短甲を覆う様に流し込む。ウレタン樹脂が完全に硬化してから、短甲下部の土ごと切り

取って全体を反転して取り上げた。

取り上げ後は室内に持ち込んで、ウレタン樹脂および、短甲付着土砂の除去を行った。室内作業では上下

が反転した状態で土砂の除去が行われる。そのため検出された面は当初とは上下が反対になり、通常で

は見ることのできない出土状態となる。土砂を完全に除去した後、慎重に各鉄板を取り上げた。

( 2 )クリーニング

クリーニングは短甲周囲および部分的に付着する革紐の痕跡および獣皮状の物質に留意しながら、泥

およびサビ膨れの除去を行った。泥の除去には竹串、メス、筆ブラシを用い、サピ膨れの除去にはニッ

パ、精密加工具(リューター)を使用した。また、微細な泥やサピの除去にはエアプレイシプ(高圧エ

写真14 修復(樹脂補填)作業 写真15 安定化処理作業

-3-



aE， 
写真16 補填箇所(外面)

--咽.
E・E・.... 

アに微粒アルミナを混入して

吹き付ける装置)を使用した。

クリーニングに際しては資料

性を第一に考え、進行状況を

調査者と確認しながら作業を

進めた。

(3 )防錆処理、強化処理

文殊堂古墳群出土の金属製

遺物は全般的に保存状況が良

くないため、この短甲では脱

塩処理を行わず防錆処理のみ

を行うことにし、保管環境を

厳重にコントロールすることで

保存していくことにした。防錆

処理はまずダイカン(ジシク

ロヘキシルアミン亜硝酸塩)

の3%エタノール溶液含浸を

行った。この処理は鉄地表面

に耐水性の分子被膜を生成す

ることを目白守としている。そ

の後さらにT.T.S(チタネート

カップリング剤)の 2%キシ

写真17 補填箇所(内面) レン溶液の含浸を行った。こ

の処理はダイカン処理による

耐水分子被膜の補足強化で、大気中からの凝結水に対する援水効果の強化を目的としている。

防錆処理後は強化処理を行いアクリル樹脂の減圧含浸を行った。樹脂含浸は二段階にし、まず低分子

量のアクリル樹脂(パラロイドB-72の10%キシレン溶液)を減圧含浸し微細亀裂部への樹脂充填を

行った。次いで、全体の強化として高濃度のアクリル樹脂(プライマルMV-23) を減圧含浸した。プラ

イマルMV-23は取り扱い易く、仕上がりが良いことを考慮して使用している。減圧含浸後には余分な

樹脂をよく拭き取り、充分に乾燥させた。

(4 )修復

文殊堂11号墳出土短甲はほぼ完形で出土しているが、革綴の革紐が腐

朽して各鉄板が分離した状態であった。そのため修復作業は立体復原形

状を想定しながらパーツごとに接合と補填を行った。接合にはシアノア

クリレート(商品名アロンアルファ)を用い、間隙部、サピ癌の除去跡

などにはフェノールマイクロバルーン混合のエポキシ樹脂(商品名セメ

ダインハイスーパー)を補填し乾燥後に整形した。この樹脂補填箇所は

記録写真を撮影した後にアクリル絵の具で、補彩した。

-4-

短甲鉄板

エポキン樹脂

+サンシラール

シリコン樹脂

+サンシラール

第 1囲内型断面模式図



(5 )短甲の立体復原

本例のような革綴短甲においては、革紐が腐朽してしまうと各鉄板は分離した状態になる。各鉄板が

分離した状態は各板の構造や作りを観察し研究する上では都合が良いが、短甲としての全体像を想定し

づらい。バラバラの状態からひとつの立体に形状復原するには各ノ号一ツを繋ぎ合わせなければならない

が、接着剤で接合してしまうと再分離がきわめて困難になり、今度は個別部材の研究に支障をきたして

しまう。

静岡県埋蔵文化財調査研究所保存処理室ではこの問題を解決するために、甲胃の立体復原法としてマ

グネットを埋め込んだ内型を用いる方法を開発した。この内型に各鉄板を貼れば短甲の立体形状が復原

し、保管時には各鉄板をはがして別途保存することができる。短甲を立体形状で展示に供することと、

個別部位の調査研究が両立できるきわめて合理的な方法である。この甲胃復原方法は袋井市(旧浅羽町)

五ヶ山B2号墳出土の三角板革綴短甲の立体復原に際して開発した方法である。今回の文殊堂11号墳出

土短甲の立体復原は、この時の方法を一部修正してより発展させたものである。

( 6 )内型の作成

短甲の立体形状が安定して保持されるためには、内型全体の強度が充分でなければならないし、各鉄

板が内型と正確にフィットしていなければならない。隙聞が空いて鉄板がぐらつくようでは、危険過ぎ

て立体復原には用いられない。したがって、内型にはきわめて高い形状精度が必要になる。この点を念

頭に置いて短甲内型の製作は進められた。製作経過を以下に紹介する。

①立体形状の決定

保存処理の完了した各鉄板を発泡スチロールに輪ゴム等で、張り付けて、各鉄板の位置関係およ

び実際に復原される立体形状を決定する。

②①で決定した形状を石膏型に転写する準備として鉄板部分をアルミ箔で覆う。

③石膏型の作成

石膏で外型を作成し①で決定した形状を転写する。石膏型は前胴と後胴それぞれに作成し、石

膏型が取り外せるように割り型とする。

④石膏硬化後に割り型を外し、ついで、鉄板を発泡スチロールから取り外す。

⑤内型製作準備として各鉄板に錫箔を貼る。

⑥⑤で、錫箔を貼った鉄板を石膏型に配置する。

⑦シリコン樹脂の塗布

実際に鉄板と接する面で、完成した内型では最外面になる。

⑧マグネットの配置

配置後にはマグネットが隠れる程度にシリコン樹脂を塗布する。

⑨エポキシ樹脂の塗布

内型の強度を担う。芯材を入れて三層程度塗布し、約 1cm程度の厚さとする。

⑮石膏型の取り外し

エポキシ樹脂硬化後に石膏型を外し、鉄板も取り外す。

⑪樹脂製内型の前胴と後胴を整形し接合する。

⑫シリコン樹脂製型とエポキシ樹脂製型を接合する。

⑬内型の細部整形をし、内面を塗装して内型が完成。

一 5



写真18 立体形状の決定作業 写真19 立体形状の決定

写真20 アルミ箔貼り付け作業 写真21 アルミ箔貼り付け作業

写真22 石膏型の作成作業 写真23 石膏型の作成作業(支持木枠作成)

写真24 支持木枠設置後の石膏型 写真25 石膏型の取り外し作業
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写真26 完成した石膏型(前胴) 写真27 完成した石膏型(後胴)

-・ ¥ 
写真28 鉄板への銀箔貼り付け作業 写真29 石膏型への鉄板配置作業

写真30 石膏型に配置した鉄板(前胴) 写真31 石膏型に配置した鉄板(後胴)

写真32 シリコン樹脂塗布作業 写真33 シリコン樹脂塗布作業
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写真34 マグネットの配置作業 写真35 マグネットの配置作業

写真36 エポキシ樹指塗布作業 写真37 エポキシ樹指塗布作業

写真38 石膏型の取り外し作業 写真39 鉄板の取り外し作業

写真40 内型前胴と後胴の接合前整形作業 写真41 内型前胴と後胴の接合作業

-8-



写真42 内型の整形作業 写真43 内型内面の塗装作業

写真44 内型への鉄板配置状態(前から) 写真45 内型への鉄板配置状態(後から)

3. 林 2号墳出土短甲の保存処理

( 1 )取り上げ

林 2号墳出土の短甲は、右前胴が分離した状態で検出された。大きな欠損はなく、ほぼ完形の状態で

ある。鋲留短甲であるため鉄板の分離は無く形状自体はよく保たれていたが、鉄板は薄く、表面にはサ

ビ癌が目立つ状態であり、かなり脆弱化していることが予測された。

取り上げには慎重を期し、短甲下部の土を少しずつ除去しながら短甲全体にアクリル樹脂(パラロイ

ドB-72の10%キシレン溶液)を塗布してガーゼで表打ちをして固め、その上をアルミ箔で、覆ってからさ

らに外部を石膏で固めた。石膏が完全に硬化してから、短甲下部の土ごと切り取って取り上げた。取り

上げ後は、室内に持ち込んで、補強材および、短甲付着土砂の除去を行った。

写真46 アクリル樹脂塗布作業 写真47 石膏塗布作業

-9-



( 2 )クリーニング、脱塩処理

クリーニングは短甲周囲および部分的に付着する獣皮状の物質に留意しながら、泥およびサビ膨れの

除去を行った。泥の除去には竹串、メス、筆ブラシを用い、サピ膨れの除去にはニッパ、リューターを

使用した。また、微細な泥やサピの除去にはエアプレイシプを使用した。クリ ーニングに際しては資料

性を第一に考え、進行状況を調査者と確認しながら作業を進めた。

クリ ーニング後にはサビの発生を抑制するために安定化処理を行う。脱塩処理は遺物中に含まれる塩

化物イオンなどの腐食促進物質を抽出、除去する作業である。塩化物イオンは水への溶解度が高いため、

通常は防錆剤を溶解した水溶液を処理溶液として用いる。しかし、塩化物イオンの濃度が極端に高くな

ると、防錆剤の効力が減殺され処理溶液中でもサピが発生してしまう。本例では遺物重量の10倍の処理

溶液に浸漬し約70
0

Cに加温して脱塩処理を行ったところ、たった I日で溶液が赤色に変色するほどのサ

ピが発生した。処理溶液中の塩化物イオン量を塩素イオンメーターで測定したところ、後胴の当初値で

は86ppm程になった。溶液の赤色化が収まり塩化物イオン値が恒常化するまで、溶液交換は13回繰り返し

行った。

写真相 クリーニング作業 写真49 クリーニング作業(リユーター使用)

写真50 脱塩処理 写真引 脱塩処理中(1日後)に発生した赤サビ

- 10-



( 3 )防錆処理、強化処理

脱塩処理後は防錆剤の含浸作業を行った。薬品はダイカンの 3%エタノール溶液で、この処理は鉄地

表面に耐水性の分子被膜を生成することを目的としている。その後さらにT.T.Sの2%キシレン溶液の含

浸を行った。この処理はダイカン処理による耐水分子被膜の補足強化で、大気中からの凝結水に対する

援水効果の強化を目的としている。

防錆処理後は強化処理を行いアクリル樹脂の減圧含浸を行った。樹脂は取り扱いの良さと仕上がりの

良さを考慮してプライマルMV-lを使用している。減圧含浸後には余分な樹脂をよく拭き取り、充分に

乾燥させた。

(4 )修復

強化処理後は接合作業を行う。林2号墳の短甲はほぼ完形で出土しているが、全体的に力学的なひず

みが潜在していたようで処理中に破損が起きていた。このひずみによって破片も変形したらしく破片岡

士を正位置で接合していくと、最終的に元の形状が復原せず、ひずんだ形状になってしまうことが確認

された。そのため実際に接合作業を行う前に調査者と復原形状を検討し、資料性を損なわず、かっ美的に

も満足で、きる形状を確認した。接合にはシアノアクリレートを用い、やや大きい間隙部にはガラスクロ

スを装填しシアノアクリレートで固めた。その他の間隙部、サピ癌の除去跡などにはフェノールマイク

ロバルーン混合のエポキシ樹脂を補填し乾燥後に整形した。この樹脂補填部は記録写真を撮影した後に

アクリル絵の具で

4 
写真52 強化処理(樹脂含浸)作業 写真53 接合確認作業

写真54 修復(整形)作業 写真55 保存処理後

-11-
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写真図版
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囲

図版 1

北西からの遠景(円田丘陵および太田川流域を望む)



図版 2

1 .円田丘陵の古墳群(南からの全景)

2.文殊堂 1---5・7号墳(北から)



図版3

1 .文殊堂6・8........12号墳(南西から)

2.文殊堂 5号墳横穴式石室(南から)



図版4

1.文殊堂8号墳遠景(北から) 2.文殊堂 8号 墳 第3埋葬施設(南から)

3.文殊堂12号墳墳丘(西から)



図版 5

1. 文殊堂 8号墳第 1・2埋葬施設(北東から) 2.文殊堂11号墳短甲出土状況(東から)

3.文殊堂11号墳第 1"'3埋葬施設(西から)



図版6

1 .字藤蓮台 1号墳周溝内の土器群(北から)

2.林 2号墳短甲周囲の土層(東から)



図版7

林 2号墳第 1埋葬施設(南西から)



図版8

林5号墳横穴式木室(南から)



図版 9

③ 

④ 

⑤ 

⑤ 林 5号墳横穴式木室に関わる土層



図版10

7

一~

宇藤蓮台 1号墳出土遺物



図版11

文殊堂 8号壌出土遺物



図版12

文殊堂11号墳第 1埋葬施設出土遺物



図版13

林 2号墳出土遺物



図版14

林 5号墳出土遺物
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図版15文殊堂古墳群

1 .文殊堂古墳群 1・2区(6・8~12号墳) (僻轍)

2.文殊堂古墳群3区 (1~ 5・7号墳) (術臨)



図版16 文殊堂古墳群

1. 1号墳全景(南から)

2. 1号墳盛土除去後の状態 (南から)



図版17

ト 1号墳横穴式石室(商から)
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図版18 文殊堂古墳群
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l号墳出土土器②、玉類、鉄製品



文殊堂古墳群 図版19

23 
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38 39 40 

1号墳周辺出土の古代以降の遺物



図版20 文殊堂古墳群

1. 2号墳全景(南西から)

2. 2号墳 3. 2号墳北東部周溝土器出土状況(南東から)



文殊堂古墳群 図版21

1. 2号墳南東部周溝土器出土状況(南から)

'ノ;

42 

43 

44 

2. 2号墳南東部周溝土器出土状況(東から) 3. 2号墳出土土器①



図版22 文殊堂古墳群
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2号墳出土土器②



文殊堂古墳群 図版23

59 
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62 
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57 65 

2号墳出土土器③、古代の土器、鉄製品



図版24 文殊堂古墳群
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1. 3号墳全景(南西から)

2. 3号墳盛土除去後の状態(南西から)



文殊堂古墳群 図版25

1. 3号墳盛土下の遺構群(北西から)

2. 3号墳横穴式石室(南から)



図版26 文殊堂古墳群

1. 3号墳墓道中の石群(東から) 2. 3号墳石室内の覆土断面(南から)

66 

3. 3号墳石室右(西)側壁(東から)
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69 

68 70 

4‘ 3号墳出土土器①



文殊堂古墳群 図版27

72 

73 

71 2. 3号墳出土金属製品

74 
75 

1. 3号墳出土土器②

78 

77 

76 79 

3. 3号墳周辺出土の古代以降の遺物



図版28 文殊堂古墳群

1. 4号墳全景(南東から)

2. 4号墳盛土除去後の状態(南西から)



文殊堂古墳群 図版29

1. 4号墳西部周溝土器出土状況(北西から)

83 
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2. 4号墳出土土器①



図版30 文殊堂古墳群
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4号墳出土土器②



文殊堂古墳群 図版31
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4号墳出土土器③、古代の土器



図版32 文殊堂古墳群
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4号墳出土鉄製品



文殊堂古墳群 図版33

1. 5号墳全景(横穴式石室検出状況) (南から)

2. 5号墳盛土除去後の状態(南から)



図版34 文殊堂古墳群

1. 5号墳横穴式石室(南から)

2. 5号墳横穴式石室(南から)



1. 5号墳石室右(西)側壁(北東から)

2. 5号墳石室左(東)側壁(北西から)

5. 5号墳石室基底石(南から)

文殊堂古墳群 図版35

3. 5号墳石室内土器・耳環出土状況
(南から)

4. 5号墳石室内鉄鯨出土状況(西から)

7. SF93鉄鉱等出土状況(北東から)



図版36 文殊堂古墳群
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133 

5号墳出土土器



文殊堂古墳群 図版37
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5号墳出土金属製品、 SF93関連土器



図版38 文殊堂古墳群

149 150 151 152 

153 

154 

1. SF93出土鉄製品

156 
157 

155 

2. 5号墳周辺出土の古代以降の遺物



文殊堂古墳群 図版39

1. 6号墳全景(北西から)

2. 6号墳盛土除去後の状態(北西から) 3. 6号墳北部周溝土器出土状況(西から)



図版40 文殊堂古墳群
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165 168 

6号墳出土土器、古代の土器



文殊堂古墳群 図版41

1. 7号墳 全景(南から) 中央の土坑は弥生時代の土坑墓

169 

170 171 

2. 7号墳出土土器



図版42 文殊堂古墳群

1. 8号墳全景(北西から)

3. 8号墳盛土下の遺構群(北から)

?士I'とー、A.". 



文殊堂古墳群 図版43

1. 8号墳第 1・2埋葬施設(北東から)

2. 8号墳第 1・2埋葬施設(北東から)



図版44 文殊堂古墳群

1. 8号墳第 1埋葬施設遺物出土状況 3. 8号墳第 I埋葬施設の醸の入った土坑(南東から)
① (北東から)

4. 8号墳第2埋葬施設遺物出土状況 5. 8号墳第2埋葬施設の礁の入った土坑(南東から)
(北東から)

6. 8号墳第3埋葬施設北小口(南から) 7. 8号墳第3埋葬施設南小口(北から)



文殊堂古墳群 図版45

3. 8号墳第3埋葬施設床面・側壁(北から) 4. 8号墳第3埋葬施設墓壌(東から)



図版46 文殊堂古墳群
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8号墳出土土器①
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文殊堂古墳群 図版47
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図版48 文殊堂古墳群
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文殊堂古墳群 図版49

8号墳出土鉄製品③ (X線透過写真など)



図版50 文殊堂古墳群

1. 9号墳全景(北西から)

226 

228 
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2. 9号墳出土土器、古代の土器



文殊堂古墳群 図版引

ト 10号墳全景(南東から)

2. 10号墳全景(西から)



図版52 文殊堂古墳群

1. 10号墳北西部周溝土器出土状況(南西から)

233 

236 

2. 10号墳北東部周溝鉄万出土状況(北東から) 3. 10号墳出土土器①



文殊堂古墳群 図版53
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234 
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1. 10号墳出土土器② 2. 10号墳周溝出土鉄万



図版54 文殊堂古墳群

1. 11号墳全景(北から)

2. 11号墳全景(南から)



文殊堂古墳群 図版55

1. 11号墳盛土除去後の状態(西から)

2. 11号墳第 1~3 埋葬施設(南西から)



図版56 文殊堂古墳群

11号墳 第 1埋葬施設(南西から)

iL乙子jkf
2. 第 1埋葬施設遺物出土状況① (北西から・南から)



文殊堂古墳群 図版57

1. 11号墳第 1埋葬施設 2. 11号墳第 1埋葬施設短甲出土状況(北西から)
遺物出土状況② (南西から)

，〆 ・ ーも

4. 11号墳第2埋葬施設遺物出土状況(南西から) 5. 11号墳第2埋葬施設(南西から)



図版58 文殊堂古墳群

ト 11号墳第3埋葬施設(南西から)

11号墳第3埋葬施設遺物出土状況
(南西から・南東から)

。
248 

3. 11号墳出土土器、石製品・玉類
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文殊堂古墳群 図版59
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図版60 文殊堂古墳群
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11号墳第 1埋葬施設出土農工具・鉄鉱



文殊堂古墳群 図版61

11号墳第 l埋葬施設出土農工具・鉄鯨 (X線透過写真)



図版62 文殊堂古墳群

11号墳第 1埋葬施設出土短甲(正面、背面) 281 



文殊堂古墳群 図版63

1. 11号墳第 1埋葬施設出土短甲(側面)

2.短甲 前胴上緑の覆輪 (表面) 3.短甲 前胴上縁の覆輪(裏面)

4.短甲 後胴上緑の覆輪(裏面) 5.短甲後胴地板第 1段(裏面)



図版64 文殊堂古墳群

1.短甲 前胴における布の痕跡(表面) 2.短甲 引合板下部の傷(表面)

3.短甲 後胴上部の毛状痕跡(表面) 4.短甲 後胴下部の毛状痕跡(表面)

5.短甲 引合板中央の傷(表面) 6.短甲 引合板中央の傷(裏面)



文殊堂古墳群 図版65

1.短甲復元前の状態(外面)

2 短甲のX線透過写真(後胴)



図版66 文殊堂古墳群

1.短甲のX線透過写真(前胴)

a 
283 

4. 短甲のX線透過写真(前胴下部) 5. 11号墳第2埋葬施設出土鉄製品



文殊堂古墳群 図版67
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11号墳第 3埋葬施設出土鉄製品



図版68 文殊堂古墳群

2. 12号墳 全景 (南から)



文殊堂古墳群 図版69

1. 12号墳南部の葺石(南から)

2. 12号墳北西部の葺石(北西から)

12号墳



図版70 文殊堂古墳群

1. 12号墳盛土除去後の状態(北西から)

2. 12号墳第 1・2埋葬施設(西から)



文殊堂古墳群 図版71

1. 12号境第 1埋葬施設遺物出土状況(北から) 3. 12号墳第2埋葬施設遺物出土状況① (北から)

2. 12号墳第2埋葬施設(西から) 5. 12号墳第2埋葬施設遺物出土状況③ (北から)



図版72 文殊堂古墳群
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2. 12号墳出土玉類、万剣



文殊堂古墳群 図版73
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12号墳出土鉄鯨



図版74 文殊堂古墳群
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1. 8F108 (西から)

3. 8F10l (南西から)

5. 8D06 (6号墳西側を北西から)

2. 8F100 (西から)

4. 8F53 (南西から)

6. 8D06 (2区中央の東側を南から)



文殊堂古墳群 図版75

1. 6"'12号墳と5D06(南から)

2. 5D06と6号墳(北から)



図版76 文殊堂古墳群
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古代以降の土坑出土遺物など



文殊堂古墳群 図版77
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宇藤蓮台古墳群図版78

宇
藤
蓮
台
古
墳
群

1.宇藤蓮台古墳群 1・2区(北東から)

全景(南東から)1号墳2. 



宇藤蓮台古墳群 図版79

ト 1号墳全景(北東から)

2. 1号境北部周溝土器出土状況① (北西から)



図版80 宇藤蓮台古墳群

北部周溝土器出土状況② (北東から)
出土状況(北西から)

4. 1号墳埋葬施設と撹乱(南東から)

5. 1号墳埋葬施設発見状況(南西から) 6. 1号墳埋葬施設粘土断面(北から)



宇藤蓮台古墳群 図版81
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l号墳出土土器①



図版82 宇藤蓮台古墳群
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1号墳出土土器②、石製品



宇藤蓮台古墳群 図版83
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l号墳出土土器③



図版84 宇藤蓮台古墳群

1. 2号墳全景(北東から)

2. 2号墳北部周溝土器出土状況(北東から)



宇藤蓮台古墳群 図版85

1. 2号墳北部周溝土師器高杯出土状況(北東から)

2 21 

20 

3. 2号墳出土土器



図版86 宇藤蓮台古墳群

1. 宇藤蓮台古墳群3区 (3号墳) (備敵)

2. 3号墳横穴式石室検出状況(西から)



宇藤蓮台古墳群 図版87

ト 3号墳横穴式石室の墓境(南から)

2. 3号墳墓道土器出土状況① (南から) 3. 3号墳墓道土器出土状況② (北東から)

4. 3号墳北西部周溝土器出土状況(南西から) 5. 3号墳北西部周溝(南西から)



図版88 宇藤蓮台古墳群
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3号墳出土遺物



宇藤蓮台古墳群 図版89

1. SF05 (南から) 2. SF05遺物出土状況(南から)

3. SF10人骨・土器出土状況(東から) 4. SF10人骨・銅銭出土状況(南から)

5. SF08 (南西から) 6. SF08遺物出土状況(南西から)



図版90 宇藤蓮台古墳群
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古代以降の遺物①



宇藤蓮台古墳群 図版91
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古代以降の遺物②



図版92 宇藤蓮台古墳群
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古代以降の遺物③、人骨



林古墳群図版93

林古墳群全景(北東から)

林
古
墳
群



図版94 林古墳群

1. 1号墳全景(南西から)

2 3 

2. 1号墳出土土器

43 

3. SDOlによる方形区画遺構(南西から) 4. SDOl出土土器



林古墳群図版95

ト 2号墳全景(北西から)

(北から)



図版96 林古墳群

1. 2号墳盛土除去後の状態(南東から)

2. 2号墳



林古墳群 図版97

2号墳



図版98 林古墳群

1. 2号墳

2. 2号墳第 1埋葬施設(南から)



林古墳群 図版99

1. 2号墳第 1埋葬施設遺物出土状況① (南から)

2. 2号墳第 1埋葬施設遺物出土状況② (北西から)



図版100 林古墳群

1. 2号墳第2埋葬施設(北東から)

2. 2号墳第2埋葬施設(南から)



林古墳群図版101

1. 2号墳 第2埋葬施設遺物出土状況① (南から・南東から・東から)

2. 2号墳第2埋葬施設遺物出土状況② (南東から)

5 

3. 2号墳第2埋葬施設の礁の入った土坑
(南から)

8 

4. 2号墳出土土器①



図版102 林古墳群
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2号墳出土土器②



林古墳群 図版103

18 

19 

ト 2号境出土土器③、 石製品 22 

23 

24 26 

25 20 21 

2. 2号境第 1埋葬施設出土力剣、万子・鉄鯨



図版104 林古墳群

2号墳第 1埋葬施設出土短甲(正面、背面) 28 



林古墳群図版105

卜 2号墳第 1埋葬施設出土短甲(側面)

v 

4 

2. 短甲蝶番金具 3.短甲 後胴の地板の鋲と帯金との重なり (Aの位置)



図版106 林古墳群

1.短甲の内面(前胴、後胴)

5.短甲のX線透過写真(前胴)

2.短甲 前胴右側上縁の覆輪(表面)

3.短甲後胴上緑の覆輪(裏面)
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・・画面幽民主主主遅刻l

4.短甲下緑の鉄覆輪(表面)

6.短甲のX線透過写真(蝶番金具)



林古墳群 図版107

ト短甲のX線透過写真(後胴) 4.短甲のX線透過写真(下縁)

5. 2号墳第 l埋葬施設出土鉄製品のX線透過写真



図版108 林古墳群
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2号墳第 2埋葬施設出土玉類、力子 ・鉄鉱、鉄斧



林古墳群 図版109

33 34 

2号墳第2埋葬施設出土万剣



図版110 林古墳群

1. 3号墳全景(南から)

2. 3号墳盛土断面(南東から)



林古墳群図版111

1. 3号墳墳丘上の石群(北東から) 2. 3号墳盛土下の遺構群(北西から)
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3. 3号墳出土遺物



図版112 林古墳群

1. 4号墳全景(盛土除去後の状態) (南西から)

2. 4号墳盛土断面(西から) 3. 4号墳埋葬施設(北西から)



林古墳群 図版113

1. 5号墳全景(北西から)

2. 5号墳盛土除去後の状態(南から)



図版114 林古墳群

5号墳横穴式木室検出状況① (南西から)

2. 5号墳横穴式木室検出状況② (西から)



林古墳群図版115

1. 5号墳木室の床面(南西から)

2. 5号墳 木室内遺物出土状況① (手前左階部を北東から・北西から、中央左縁部を南西から)



図版116 林古墳群

1. 5号墳木室内遺物出土状況② (北東から)

2. 5号墳 木室内遺物出土状況③ (奥寄り中央部を南西から)

3. 5号墳 木室内遺物出土状況④ (中央部を南西から、中央右縁部を南西から)



林古墳群図版117
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5号墳出土土器①



図版118 林古墳群
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1. 5号墳出土土器② 2. 5号墳出土玉類・鉄製品①



林古墳群 図版119
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75 

5号墳出土鉄製品② (万剣)



図版120 林古墳群
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5号墳出土鉄製品③ (鉄鉱-1 ) 



林古墳群 図版121

5号墳出土鉄製品④ (鉄鉱一 lのX線透過写真)



図版122 林古墳群
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5号墳出土鉄製品⑤ (鉄鉱-2)



林古墳群 図版123

1. 5号墳出土鉄製品⑥ (鉄鉱-2のX線透過写真)

182 184 

2 古代以降の土器
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の副葬品が出土している。墳丘周聞などからは、葬送儀礼に用いた土器群が良好な状態で出土している。
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